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において 1944 年から 45 年に集中した空襲の実態と当時の「植民地防空」政策につい
て，研究の根拠となる資料の発掘状況も含めて説明がなされた。その上で植民地にお
ける空襲を射程に入れた研究が，日本における空襲研究の中で非常に手薄である状況
について，民衆思想史研究の先駆者である鹿野政直氏の問題提起に引きつけた形で，
アジア太平洋戦争をめぐる戦後日本の歴史認識全体にかかわる問題として問題提起が
なされた。
（文責：松田　京子）
